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2013年オバマ大統領のスピーチ
• 高等教育修了者の奨学金の返済額の増大・焦げ付きの問題に関

連して3つの政策を説明
1. 新しい大学の格付けのシステム

• 競争率・授業料・寮の設備のいかんなどではなく、卒業率・奨学金の返済額の妥
当性・就業可能性・卒業後「良い仕事」につけているかに注目する

2. イノベーションによる学費の抑制
• オンライン教育を拡大するとともに、学生が授業の内容をすでに理解しており能

力(competency)を証明できれば、決められた時間を教室で過ごすことなく迅速
に単位が修得でき、学費を低減できるシステムの促進

3. 連邦貸与奨学金の所得スライド式返還
• Pay as you earn：条件を満たせば可処分所得の10%の返還の20年間継続で返済

完了となる（2012年導入）
（The Times Tribune, Full remarks of Obama, Biden at Lackawanna College, August 23, 2013）
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連邦奨学金総額の推移*(1970-2019)

*インフレ率調整後

出典：College Board Trends in Student Aid 2020 ：https://research.collegeboard.org/trends/student-aid (retrieved on December 17, 2020)
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新しい大学の格付けのシステム
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College Scorecard （旧バージョン）
• 2015年公開（連邦教育省）
• 機関レベルで「丸めた」

データ
• 学費、卒業率、入学10年後の

収入、平均奨学金返済額等の
量的情報

• 批判：量的情報に偏り文脈が
無視されている、連邦奨学金
を受けた学生のデータに限ら
れる項目がある、専攻分野ご
とのデータでなければミス
リーディングである、など
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College Scorecard （最新バージョン）
• 2017年のユーザ操作によ

る機関間比較機能の搭載
などを経て2019年に機関
レベルのデータに加え専
攻分野ごとのデータ枠組
みも用意

• 所得は課程修了2年めの
データ

• 連邦奨学金を受けた学生の
データに限られる項目があ
る

• 専攻分野ごとのデータはブ
ランクが多い

https://collegescorecard.ed.gov/
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College Scorecardが表象するもの
• 個別機関の「コスト」、「卒業率・リテンション率・転学率」、

「卒業後の所得・卒業時の奨学金の借入額、平均月間返済額」、
「学生の経済的／人種的分布」、「入学選抜度・共通テストの点
数」を公開

• 特に新しいのは卒業後の所得と奨学金の返済額に関する情報
• 高等教育機関を数値により格付けしたいという政策上の目標（△）
• 機関間比較を可能にして進路選択に資するという運用上の目標(○)
• オバマ政権下で機関レベルの情報で開始→トランプ政権下で専攻分

野レベルの情報に細分化
• 「学修成果」そのものとは呼び難いが、連邦政府が高等教育の「効

果」と認識する項目の実質的なマニフェストであるか
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イノベーションによる学費の抑制
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Competency-Based Education（CBE）と
は何か
• オバマ大統領のスピーチがCBEに触れたのは2013年
• 学生の能力いかんで単位などの証明(credentials)を得るまでの時間

を柔軟に設定するという試みで、1960年代に教員養成の分野に導入
の動き：Competency-Based Education and Training : CBET

• 学生が定められた領域における能力を有している（獲得した）こと
を証拠立てれば大学が単位を与えるプログラム（参考：Spady, 
“Competency-Based Education: A Bandwagon in Search of a 
Definition”, 1977）

• 学修時間に拠らず能力の直接評価（direct assessment）に拠る
• 職場や家庭に責任を持つ成人学生との親和性が高い
• 達成すべき学修成果があらかじめ設定されているのは従来の教室型

のプログラムと同じ
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Competency-Based Education（CBE）と
は何でないか
• 「CBEに関する最も典型的な誤解は、CBEを、既存の科目や教育内

容を、個々人にあわせてカスタマイズ（individualize）したもので
あるという見方であろう」（National Consortium of Competency-
Based Education Centers, Criteria for Describing and Assessing
Competency Based Programs, 1975）

• むしろ現有の学力と達成されるべき学修成果までの「差分」と、その差分を
埋めるペースが学生によって異なることに着目した仕組みであるといえる

• 「３（時間）×１５（週）の学修で１単位」という米国発祥の単位
制度の考えを体現するプログラムではない
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CBE展開略史
1968年： 連邦教育局が教員養成課程のCBET実験校10校を選定
（1970年代：授業を提供せず単位累積のみによって学士を授与できる大学3校が東海岸で始動）
1974年： American Council on Education: ACEによる職場と軍の経験を単位に換算するプログラ

ム（PONSI/CRESIT）の開始
2005年： スペリングズ委員会設置（大学の説明責任の強化、学修成果の可視化、アクレディテー

ション制度改革、大学卒業統一テストの導入などを議論した教育省長官の諮問委員会）
2005年： 高等教育法の改正に伴い連邦奨学金の受給資格拡大（CBEなど非伝統的なプログラムは

教育省長官の認定を経て資格発生）
（2008年：リーマンショック）
2010年： 連邦教育省が1単位を公式に定義（デ・ファクト・スタンダードから規則へ）
2013年： 2005年の法改正を確認する教育省長官の告示発出
2015年： 連邦教育省がCBTの実験校約40校を選定／アクレディテーション団体に協力を要請
2019年： 連邦教育省がCBTの実験の年度内終了を決定（2020年6月に終了）
2020年： CBEプログラムの認定要件緩和+「サブスクリプション型」のCBEプログラムの学生にも

連邦奨学金の受給資格が発生するよう規則改正→2021年度より施行
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サブスクリプション型とは
• CBEに特有の単位修得の形態

• 伝統的単位制度とは異なり、CBEでは学修にかける「時間」の制約が
緩やかであるため、一定期間に修得できる単位数や履修できる授業数
を制御するという従来型のコントロールが効きにくい

• したがって、CBE提供大学の多くは一定期間ごとに定額の学費を徴収
するスキームを用意している。これがサブスクリプション型と呼ばれ
る

• たとえばSouthern New Hampshire Universityの場合CBEの学費は半
年で2,500ドルで、この期間内に修得できる単位数に上限はない
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Southern New Hampshire University*の
ヘルスケアマネジメント学士の例(2019)
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General Studies
Competencies

42単位

Healthcare Management
Competencies

18単位

Healthcare
Management
Competencies

51単位

Concentration
(国際医療の視点)

9単位

Ex) 医療機関に関連す
る主要な法規を説明で
きる（1単位）
Ex) 関連財務情報を基
に医療予算に関する説
明ができる(1単位)

Ex) 公衆衛生における
感染学の役割を説明で
きる（1単位）

Ex) 科学技術に関す
る複雑な問題に倫
理の視点を適用で
きる（1単位）
Ex) 基礎的な量的手
法を使って問題解
決ができる（1単
位）

Ex) 地域健康診
断の計画が立て
られる

AAレベル
BAレベル

* CBEプログラムの学生はパートナー企業の従業員として企業内のプロジェクトに参加し、そこでの達成状
況に基づき能力の獲得の成否を評価されて単位を得る



伝統的単位制度とCBEのモデル
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達成すべき学修成果 達成すべき学修成果
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伝統的単位制度 CBE

• 達成すべき学修成果
の位置は同じ

• 既得の能力によって
スタート地点が違う
ことを前提としてい
る

• 学修成果への接近の
ペースに定めがない

• 有職者など成人学生
の学修のモードと親
和性が高い



CBEにおける質保証の要点
• 学生の達成（＝能力の獲得の如何）の評価

• 実際のCBEプログラムはどのように運営されているのか
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米国におけるCBEプログラムの実態(1)
• CBEに関する包括的調査：2019 National Survey on

Postsecondary Competency-Based Education (American
Institutes for Research/Lumina財団)

(https://www.cbenetwork.org/wp-content/uploads/2020/04/National-Survey-of-Postsecondary-
CBE-Lumina-October-2019-rev.pdf, retrieved on Dec. 17, 2020)

• 回答機関数608／被調査機関数3,279
• CBEプログラムを…
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米国におけるCBEプログラムの実態(2)
• CBE導入済み機関の構成比（修業年限・設置形態）(n=64)

• CBEプログラムの構成比（学士/準学士課程・大学院課程）
（n=588）
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米国におけるCBEプログラムの実態(3)
• CBE導入の動機上位3項目(複数回答・%)
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興味あり
(n=136)

準備中／導入済み
(n=373)

非伝統的学生のアクセス向上 57 57

学修成果の向上 55 54

職場のニーズへの対応 50 53



• 専攻分野別CBE提供機関の割合(複数回答・%)
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米国におけるCBEプログラムの実態(4)
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米国におけるCBEプログラムの実態(5)

学生への直接の指導
学生の達成の評価

能力の定義とその改良
指導内容のデザイン

評価方法の開発
必要能力領域特定のための財界企業との関わり

プログラム評価
学生への学術的コーチング

学生の進路相談対応
FD/SD

支援チームとの折衝
学生へのアドバイス 20

教員

職員

両方

96
88

64

• 教員・職員の責任のシェア

調査レポート：「教員
はいまだに広い範囲の
責任を負っている」

（強調引用者）



CBEの質保証(1)
• 2005年の高等教育法改正時に、CBE開始時の学生の連邦奨学金受給資格

の要件とされた事項
• アクレディテーション団体からの「大幅な変更」の認可
• 教育省長官によるプログラムの認定
• 機関による、能力領域の「相当単位数」への読み替え

• 教育省からのアクレディテーション団体に対する要請
• CBEの学生が、資格のある教員と接触できることを確認すること

• 「資格のある教員」とは適切な学位と当該領域での知識の応用の経験を有するとアクレディ
テーション団体が認めた者。学修コーチやオンラインアドバイザーは学生支援（と学生の成
功）の大部分に係わるとしても、このような教員が学生が必要としたときには接触できなけれ
ばならない

• CBEプログラムが定期的かつ相当量の学生と教員の接触を確保するよう構築されて
いることを確認すること

• 接触はe-mailやSMSを介してもよいが、「資格のある教員」との、「次回の接触がいつ頃にな
るか推測できる頻度」での直接指導やフィードバック、議論の機会が組み込まれていなければ
ならない

（US Dept. of Education, Letter to Accreditors, June 9, 2015）
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CBEの質保証(2)
• 達成されるべき学修成果の大学による特定
• 伝統的単位を媒介にした課業の定量化

• Southern New Hampshire UniversityのCBEプログラムは当初「能力コン
ポーネントの達成」を積み重ねて学士・準学士を与える設計で、単位を与え
る設計ではなかったが、アクレディテーション団体への申請書では転出する
学生などのための、コンポーネントを単位に換算するスキームに言及してい
る

• ただし、伝統的単位制度そのものが学修成果を保証する仕組みではないこと
には注意が必要

• 2010年に連邦政府は１単位定義を「100年の習慣」から「規則」にしている
• 資格のある教員による指導・助言と評価

• University of WisconsinのCBEプログラムの学部長：「大学の教員は学生を
評価する経験を積んでいる。CBEの評価はやり方は違うが本質は通常の授業
の学期末の評価との差はない」（2013年のインタビュー）;大学改革支援・学位
授与機構の学位授与事業でも同様の現象？ 「馴れないが、できないのではない」
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革新的なものは何か
• 「イノベーティブなプログラム」としての伝統的高等教育の枢

要な要素に依拠しつつ「学修成果の達成の方法」を新規にした、
米国の伝統的高等教育のヴァリアントに過ぎないか

• 女子高等教育や通信教育などかつて新規であったプログラムが「一般
的」になった例は多い

• 特に方法が新規である場合、原則はより強く意識される？

23



学修成果の質保証を考える上で
• 時間にこだわらず、能力の直接評価による単位の修得を可能にしている

CBEの仕組みは
• 学修成果の質保証を考える上でのヒントは与えてくれるが答えは（おそらく）出さ

ない
• ヒント：達成すべき個別の学修成果の設定の具体性、教員による指導と評価の重要性、単位と

いう通貨の便利さ
• むしろ高等教育へのアクセスの拡大に実際上の期待はありうる

• 期待は大きいが展開は緩慢
• 米国高等教育の、個別大学のミッションや専攻分野の差を捨象しうるよう

な統一性の高い学修成果（それも教学の内容に直接リンクするような学修
成果）を同定するための議論は2010年までにいったん終息し、その後は
方法論のチューニングが続いている状態だと言える

• 特に高等教育政策における「学修成果の測定」の議論においてはCollege
Scorecardに見られるような「効果の測定のための指標」の提示を含めた
情報公開など試行錯誤が続くか
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